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特質を失 うあた りに実際的および基礎的 面白さがあるように思 う.
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二輪 送 係 数 の 密 度 展 開

小 野 周

最近輸送係数の密度展開が､分布補数法 あるいは相関関数法で､ かを り活葦

に研究 されてい 草? 先 さに一橋 日氏 と行っ た､相関関数法に基ず く_粘 性係数

の密度展開と最近 Zwanzigや KawasaL-i-Oppenheimが同じ く相関関数法

に基ずいて行った密度展 開との関係 を論じたO また_粘性係数が密度について

解析関数で あるか どうかとい う疑問があるが､解析的 であるとい うことが殆ん

ど確かであるO'今後の 問題としてはこ密度の 1次の項を数値計算 まで もってゆ く

くことが党決であるO (世 話 人 記)

三スピン緩和の統計的理論

中 野 藤 生 ･ 青 森 昭 夫

静 磁場中におけるス ピン緩和 に関す る嘩計的理論においては- これまで温度

の効果をとり入れた顕扱いがをかっ たo最近KoTiTinga,青 森 その他の人たち

が 温度 の効果を と り入れ た理論を展 開したが､-ここで述べ る理論 も全 く別の見

地か らt この効果をと り入れ た ものである｡ 菊地の不可逆 協同現象 の理論によ
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ると､磁気能率言が静磁場fI｡と揺動磁場h用 との中で運動す る場合了の方位

Bについての確率分布 函'数p(9;I)に関 して､ raもe equation

hTTV一丘 且-1居
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